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道　標

奄
美
大
島
地
区
信
徒
大
会
が

十
一
月
三
日
（
日
）
奄
美
市
の

聖
心
教
会
で
開
か
れ
た
。
奄
美

地
区
宣
教
司
牧
を
考
え
る
会
が

主
催
し
た
同
大
会
は「
信
仰
年
」

二
〇
〇
五
年
か
ら
終
身
助
祭

制
度
を
取
り
入
れ
て
い
る
鹿
児

島
教
区
で
、
現
在
活
躍
す
る
終

身
助
祭
の
数
は
六
人
。
こ
れ
は

全
国
で
も
類
を
見
な
い
多
い

数
。
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
生
か

し
な
が
ら
司
祭
の
助
け
手
と
し

て
働
い
て
く
れ
る
よ
う
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
教

区
で
働
く
終
身
助
祭
た
ち
が
初

め
て
全
員
顔
を
合
わ
せ
た
。

今
回
の
集
い
で
印
象
的
だ
っ

は
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

大
会
で
は
「
主
日
の
ミ
サ
で

の
司
祭
の
説
教
を
プ
リ
ン
ト
し

ミ
サ
に
来
て
い
な
い
信
徒
に
配

布
し
て
い
る
」（
小
宿
小
教
区
）

の
よ
う
に
各
小
教
区
で
の
取
り

組
み
や
修
道
女
連
盟
と
青
年
た

ち
の
活
動
が
発
表
さ
れ
、
皆
で

分
か
ち
合
わ
れ
た
。

大
会
に
出
席
し
た
郡
山
司
教

は
生
き
生
き
し
た
奄
美
の
教
会

の
様
子
に
「
ぜ
ひ
継
続
し
て
開

催
し
て
欲
し
い
大
会
」
と
感
想

を
述
べ
た
。【

詳
細
は
来
月
号
】

奄
美
大
島
地
区
で
信
徒
大
会
開
催

活
動
報
告
で
今
後
の
宣
教
の
在
り
方
を
模
索

十
月
二
十
八
日
（
月
）
午
後

二
時
か
ら
教
区
本
部
で
臨
時
司

祭
評
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
議
題
は
①
司
祭
評
議

会
の
規
約
の
一
部
改
正
、
②
二

〇
一
四
年
度
の
行
事
予
定
に
つ

い
て
、
③
そ
の
他
、
だ
っ
た
。

①
の
司
祭
評
議
会
の
規
約
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
同
規

約
が
一
九
九
一
年
に
発
効
さ
れ

て
以
来
見
直
さ
れ
て
お
ら
ず
、

現
状
に
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
出

て
来
て
い
た
た
め
早
急
な
見
直

た
の
は
、
配
偶
者
の
い
る
終
身

助
祭
で
、
可
能
な
人
は
そ
れ
を

伴
っ
て
出
席
し
た
こ
と
。
独
身

を
守
り
抜
く
司
祭
と
は
違
い
、

家
庭
を
持
ち
な
が
ら
教
会
の
た

め
に
役
務
を
果
た
す
と
い
う
役

職
に
は
、
配
偶
者
や
家
族
の
理

解
が
不
可
欠
と
い
う
認
識
か
ら

こ
の
よ
う
に
さ
れ
た
。

七
日
（
木
）
午
後
か
ら
始
め

ら
れ
た
研
修
会
で
最
初
の
講
話

を
担
当
し
た
司
教
は
「
終
身
助

祭
は
司
祭
不
足
を
補

う
た
め
に
制
定
さ
れ

た
の
で
は
な
い
。
助

祭
が
い
る
教
会
が
そ

の
本
来
の
姿
」
と
断

言
し
、
そ
の
上
で

「
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
生
活
ス
タ
イ
ル

を
模
範
と
し
、典
礼
、

み
こ
と
ば
、
愛
の
奉

仕
に
励
ん
で
欲
し

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
た
。

集
ま
っ
た
終
身
助

祭
た
ち
は
翌
日
の
午

前
中
に
は
ザ
ビ
エ
ル

教
会
聖
堂
で
、
ミ
サ

を
荘
厳
で
美
し
い
も

の
と
す
る
た
め
に
、

捧
持
の
仕
方
や
立
ち
位
置
の
確

認
な
ど
細
や
か
な
所
作
を
寝
占

神
父
と
郡
山
司
教
の
指
導
の
も

と
に
学
習
、
ま
た
午
後
か
ら
は

泉
浩
二
神
父
か
ら
福
音
宣
教
に

つ
い
て
の
講
話
を
聞
い
た
。

最
終
日
の
九
日
に
は
寝
占
神

父
の
講
話
で
学
習
し
た
終
身
助

祭
た
ち
だ
っ
た
が
、「
こ
の
集

い
を
定
期
的
に
開
催
し
て
お
互

い
の
研
修
と
励
ま
し
の
場
に
し

た
い
」
と
今
回
の
初
の
試
み
が

有
意
義
だ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け

る
感
想
を
語
り
、
帰
路
に
つ
い

た
。
現
在
、
教
区
の
終
身
助
祭

は
以
下
の
通
り
。（
敬
称
略
）

池
上
聖
行
（
徳
之
島
）、
桃

薗
淳
一
郎
（
鴨
池
）、
久
保
俊

弘
（
谷
山
）、
川
口
茂
（
大
槌

ベ
ー
ス
）、
四
條
淳
也
（
喜
界

島
）、
石
神
秀
人
（
阿
久
根
）。

▼
新
地
区
長
に
エ
ル
ハ
ル
ド
修

道
女

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教
修
道

女
会
で
は
九
月
に
地
区
長
交
代

が
あ
り
、
澤
ヤ
エ
子
修
道
女
に

代
わ
っ
て
エ
ル
ハ
ル
ド
・
ワ
ル

ト
ラ
ウ
ド
修
道
女
が
日
本
地
区

長
に
就
任
し
た
。

修
道
会
便
り

し
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

見
直
さ
れ
た
改
正
箇
所
は
司

祭
評
議
員
の
構
成
員
に
つ
い
て

で
、
見
直
し
に
よ
っ
て
そ
の
構

成
は
教
区
司
祭
三
人
、
レ
デ
ン

プ
ト
ー
ル
会
二
人
、
ザ
べ
リ
オ

会
一
人
、
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
会

か
ら
一
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、

任
期
も
こ
れ
ま
で
二
年
で
あ
っ

た
も
の
を
四
年
に
改
め
、
再
選

の
項
は
削
除
と
な
っ
た
。

②
の
二
〇
一
四
年
度
の
行
事

予
定
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四

十
一
月
七
日
（
木
）
か
ら
三

日
間
、「
第
三
十
五
回
九
州
地

区
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
宗
教
・
倫

理
担
当
者
研
修
会
」
が
鹿
児
島

市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
研
修
テ
ー
マ
は
「
き

ず
な
の
再
生
」、
九
州
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
約
三
十
人
の
出
席

者
た
ち
は
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会
と

教
区
本
部
を
会
場
に
賢
明
学
院

鹿
児
島
教
区
に

は
、
二
〇
〇
五
年

九
月
に
終
身
助
祭

に
叙
階
さ
れ
た
久

保
俊
弘
助
祭
、
桃

薗
淳
一
郎
助
祭
を
は
じ
め
と
し

て
四
條
淳
也
助
祭
、
池
上
聖
行

助
祭
、
そ
し
て
川
口
茂
助
祭
と

石
神
秀
人
助
祭
の
計
六
人
の
終

身
助
祭
が
い
る
。

今
回
、
六
人
の
終
身
助
祭
に

加
え
石
神
秀
人
助
祭
の
妻
・
香

織
さ
ん
と
久
保
俊
弘
助
祭
の

妻
・
芙
茂
子
さ
ん
、
取
材
の
為

に
鹿
児
島
に
来
ら
れ
た
カ
ト
リ

ッ
ク
新
聞
の
伊
藤
淳
子
さ
ん
の

計
九
人
の
参
加
を
得
て
「
終
身

助
祭
の
集
い
」
を
ザ
ビ
エ
ル
教

会
を
会
場
に
十
一
月
七
日
か
ら

九
日
ま
で
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
た
。

一
日
目
は
郡
山
健
次
郎
司
教

の
講
話
で
教
皇
庁
教
育
省
か
ら

出
版
さ
れ
た
「
終
身
助
祭
」
を

土
台
に
終
身
助
祭
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
助
祭
は

司
祭
職
に
至
る
一
つ
の
段
階
で

は
な
く
「
聖
職
位
階
の
固
有
の

永
続
的
な
段
階
と
し
て
再
興
す

る
」
こ
と
。
ま
た
典
礼
に
つ
い

て
は
「
執
り
行
わ
れ
る
事
柄
の

美
し
さ
を
人
が
全
感
覚
を
も
っ

て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き

で
あ
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

ま
た
終
身
助
祭
は
「
教
会
の
祈

り
」
を
全
時
課
唱
え
る
こ
と
の

確
認
と
「
終
身
助
祭
の
集
い
」

を
今
後
も
続
け
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。

二
日
目
は
午
前
中
、
典
礼
の

具
体
的
な
実
践
と
練
習
、
午
後

は
泉
浩
二
神
父
よ
り
自
ら
の
宣

教
活
動
に
基
づ
い
た
、
宣
教
に

つ
い
て
の
お
話
と
質
疑
応
答
。

三
日
目
は
事
前
に
い
た
だ
い
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
か
ち
合
い
を

行
い
、
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る

問
題
と
課
題
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。

二
泊
三
日
の
「
終
身
助
祭
」

の
集
い
を
行
い
、
終
身
助
祭
の

方
々
の
鹿
児
島
教
区
へ
の
深
い

思
い
に
触
れ
る
事
が
で
き
た
。

今
後
、
主
任
司
祭
方
と
の
深
い

交
わ
り
を
通
し
て
小
教
区
で
主

の
み
旨
に
従
い
、
思
う
存
分
働

い
て
欲
し
い
。(

教
区
本
部
・

寝
占
敦
之)

新風

終
身
助
祭
の
集
い
を
終
え
て

典
礼
を
美
し
く
奏
で
る
助
け
手
と
し
て

教
区
で
初
め
て
の
終
身
助
祭
の
集
い

鹿
児
島
で
研
修
会

九
州
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校

宗
教
倫
理
担
当
者

の
締
め
く
く
り
と
し
て
、「
十

年
後
の
奄
美
の
教
会
に
希
望
を

見
出
だ
そ
う
」と
し
た
も
の
で
、

島
内
七
つ
の
小
教
区
か
ら
集
ま

っ
た
信
者
た
ち
で
大
き
な
聖
堂

鹿
児
島
教
区
で
活
躍
す
る
終
身
助
祭
が
一
堂
に
介
し
研
修
し
、
日

ご
ろ
の
悩
み
を
分
か
ち
合
う
な
ど
親
睦
を
図
る
「
鹿
児
島
教
区
終
身

助
祭
の
集
い
」
が
十
一
月
七
日
（
木
）
か
ら
九
日
（
土
）
ま
で
教
区

本
部
で
開
か
れ
た
。
出
席
し
た
終
身
助
祭
た
ち
は
、
郡
山
司
教
や
司

祭
た
ち
の
講
話
か
ら
、
終
身
助
祭
に
課
せ
ら
れ
た
役
目
と
式
典
を
美

し
く
進
め
る
た
め
の
細
や
か
な
所
作
な
ど
熱
心
に
学
習
し
た
。

司教講話で学習する終身助祭たち

年
三
月
三
十
一
日
か
ら
四
月
二

日
ま
で
「
中
高
生
巡
礼
」、
五

月
二
十
五
日
「
北
薩
大
会
」、

七
月
十
三
日
「
ブ
イ
ジ
ュ
祭
」、

八
月
三
日
か
ら
五
日
「
子
ど
も

大
会
」、
八
月
二
十
三
日
か
ら

二
十
四
日
「
九
州
青
年
キ
ャ
ン

プ
」
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
た
。

こ
の
年
間
行
事
予
定
は
ま
た

後
日
各
担
当
者
の
意
見
を
組
み

入
れ
た
後
、
来
年
一
月
の
司
祭

評
議
会
、
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
で
正

式
決
定
と
な
る
。
③
の
そ
の
他

で
は
レ
オ
祭
の
正
式
名
と
通
称

が
検
討
さ
れ
、
正
式
名
「
福
者

レ
オ
税
所
七
右
衛
門
殉
教
祭
」、

通
称
「
福
者
レ
オ
祭
」
と
さ
れ

た
。（
報
告
・
寝
占
敦
之
）

規
約
な
ど
一
部
改
正

十
月
の
臨
時
司
祭
評
議
会

副
校
長
の
大
原
正
義
先
生
の
講

話
を
聞
き
、
ま
た
分
科
会
で
意

見
交
換
し
た
ほ
か
、
行
政
に
頼

ら
な
い
地
域
づ
く
り
を
実
施
し

て
い
る
鹿
屋
市
の
柳
谷
町
（
通

称
や
ね
だ
ん
）
に
足
を
運
び
、

豊
重
哲
朗
町
長
の
講
話
を
聞
く

な
ど
し
た
。
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使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

お
詫
び
と
訂
正

教
区
報
11
月
号
で
、
皇
帝
ネ

ロ
を
英
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

で
表
記
す
る
と
Ｎ
Ｒ
Ｗ（
Ｏ
×
）

Ｎ
Ｋ
Ｓ
Ｒ
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
時
代
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語

の
ゲ
マ
ト
リ
ア
を
使
う
と
Ｎ
は

５
０
、
Ｒ
は
２
０
０
、（
Ｏ
×
）

「
Ｗ
」
は
６
…
と
記
載
し
ま
し

た
が
、（
Ｏ
×
）
は
校
正
の
た

め
の
指
示
で
、
正
し
く
は
「
皇

帝
ネ
ロ
を
英
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
で
表
記
す
る
と
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ｎ

Ｋ
Ｓ
Ｒ
と
な
り
ま
す
。そ
し
て
、

こ
の
時
代
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
ゲ

マ
ト
リ
ア
を
使
う
と
Ｎ
は
５

０
、
Ｒ
は
２
０
０
、「
Ｗ
」
は

６
」
で
し
た
。
お
詫
び
し
、
訂

正
い
た
し
ま
す
。
広
報
部

今
年
七
月
二
十
六
日
、
マ
テ

オ
濱
田
盛
茂
神
父
様
（
コ
ン
ベ

ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
）は
七
十
九
歳
で
亡
く
な
り
、

そ
の
葬
儀
ミ
サ
は
七
月
二
十
八

日
、
古
田
町
教
会
で
さ
さ
げ
ら

れ
ま
し
た
。
神
父
様
は
龍
郷
町

嘉
渡
の
出
身
で
、
私
よ
り
三
つ

先
輩
で
す
。

神
父
様
は
奄
美
大
島
で
宣
教

さ
れ
る
と
き
は
、
島
の
方
言
を

使
わ
れ
た
り
、
八
月
踊
り
や
六

調
の
輪
に
入
ら
れ
る
な
ど
、
そ

の
気
さ
く
さ
で
信
徒
た
ち
か
ら

慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
教

区
報
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た

が
、
十
三
年
前
に
は
ネ
パ
ー
ル

訪
問
を
さ
れ
る
な
ど
、
貧
し
い

国
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
関

心
を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
神
父
様
は
亡
く
な
る
前

は
、
人
工
透
析
な
ど
の
治
療
を

ム
は
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
始
祖
で
あ

り
、
ダ
ビ
デ
と
は
ユ
ダ
ヤ
史
上

の
最
高
の
王
で
あ
り
英
雄
で

す
。
そ
し
て
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
移

住
、
即
ち
、
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
と

は
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
が
失
わ
れ
か
ね
な
い

危
機
的
時
代
で
し
た
。つ
ま
り
、

「
14
」
と
は
ユ
ダ
ヤ
の
歴
史
が

大
き
な
転
換
点
を
迎
え
た
こ
と

を
意
味
す
る
数
な
の
で
す
。
そ

し
て
、
キ
リ
ス
ト
こ
そ
ユ
ダ
ヤ

民
族
が
待
望
し
て
い
た
救
い
主

で
あ
り
、
そ
れ
が
イ
エ
ス
様
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
14
と
い
う

数
字
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る

の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
前
回
の

ゲ
マ
ト
リ
ア
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ダ
ビ
デ
と
い

う
名
前
を
英
語
で
表
記
す
る
と

Ｄ
Ｗ
Ｄ
と
な
り
ま
す
。
母
音
が

省
略
さ
れ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
は

こ
れ
で
ダ
ビ
デ
と
読
み
ま
す
。

こ
の
名
前
を
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
ゲ

マ
ト
リ
ア
を
使
っ
て
表
記
す
る

と
Ｄ
は
4
、
Ｗ
は
6
、
Ｄ
は
4

と
な
り
、
合
計
す
る
と
14
に
な

り
ま
す
。

イ
エ
ス
様
と
フ
ァ
リ
サ
イ
の

人
々
と
の
問
答
の
中
で
イ
エ
ス

様
は
「『
あ
な
た
た
ち
は
メ
シ

ア
の
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。
だ

れ
の
子
だ
ろ
う
か
。
』
彼
ら

（
フ
ァ
リ
サ
イ
派
の
人
々
）
が
、

『
ダ
ビ
デ
の
子
で
す
』
と
言

（
っ
た
）」
と
い
う
場
面
が
あ
り

ま
す
（
22
・
42
）。
こ
の
言
葉

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
福
音
記
者

マ
タ
イ
が
伝
え
よ
う
と
し
た
こ

と
は
、
イ
エ
ス
様
こ
そ
が
嘗
て

イ
ス
ラ
エ
ル
全
土
を
統
一
し
、

エ
ル
サ
レ
ム
を
首
都
に
定
め
ダ

ビ
デ
の
町
と
呼
び
、
契
約
の
箱

を
エ
ル
サ
レ
ム
に
戻
し
た
ダ
ビ

デ
の
子
孫
で
あ
り
（
サ
ム
下

5
・
6
〜
9
、
6
章
）、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
民
が
待
ち
望
ん
で
い

た
メ
シ
ア
で
あ
る
こ
と
の
宣
言

で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
う
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
マ
タ
イ
に

は
「
ダ
ビ
デ
の
子
」
と
い
う
表

現
が
福
音
書
の
中
で
最
も
多
く

マ
タ
イ
福
音

書
は
誰
が
誰
の

子
で
あ
る
と
い

っ
た
こ
と
が
細

か
く
書
き
記
さ
れ
た
系
図
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
（
1
・
1

〜
17
）、
実
は
こ
こ
に
福
音
記

者
マ
タ
イ
の
イ
エ
ス
様
に
対
す

る
理
解
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

さ
て
、
こ
の
系
図
の
中
で
重

要
な
こ
と
は
14
と
い
う
数
字
が

三
回
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
最
初
に
、
ア
ブ
ラ
ハ

ム
か
ら
ダ
ビ
デ
ま
で
が
14
代
、

次
に
、
ダ
ビ
デ
か
ら
バ
ビ
ロ
ン

移
住
ま
で
が
14
代
、
最
後
に
、

バ
ビ
ロ
ン
移
住
か
ら
キ
リ
ス
ト

ま
で
14
代
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。簡

単
に
言
え
ば
、
ア
ブ
ラ
ハ

鈴
木
神
父
の
や
さ
し
い
み
こ
と
ば

聖
書
の
中
の
数
字
が
表
す
も
の

さ
れ
、
苦
し
ま
れ
て
い
た
よ
う

で
し
た
。

「
島
口
を
使
え
る
島
出
身
の

聖
職
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
く

中
、
神
父
様
を
早
々
に
召
さ
れ

る
と
は
神
様
は
何
を
お
考
え
な

ど
で
し
ょ
う
」

で
も
確
か
に
神
父
様
に
は
次

の
聖
書
の
箇
所
が
ぴ
っ
た
り
で

す
。「
わ
た
し
は
戦
い
を
立
派

に
戦
い
抜
き
、
決
め
ら
れ
た
道

を
走
り
通
し
、
信
仰
を
守
り
抜

き
ま
し
た
」（
二
テ
モ
テ
4
・

7
）
天
国
か
ら
奄
美
大
島
と
日

本
の
教
会
の
た
め
に
祈
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

八
十
一
歳
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま

で
に
ザ
ビ
エ
ル
、
司
教
館
、
紫

原
、
加
治
木
、
徳
之
島
、
マ
リ

ア
山
荘
な
ど
で
司
牧
し
て
来
て

い
る
。

若
い
頃
の
松
森
神
父
は
「
か

な
り
厳
し
い
人
だ
っ
た
」
と
い

う
思
い
だ
が
、
年
を
重
ね
る
ご

と
に
微
笑
み
と
笑
顔
に
溢
れ
た

「
長
閑
さ
」
の
代
名
詞
の
よ
う

な
人
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
ん
な
松
森
神
父
が
、
十
月
二

十
九
日
（
火
）
郡
山
司
教
と
本

部
職
員
を
伴
っ
て
奄
美
大
島
へ

と
旅
立
っ
た
。

神
父
が
向
か
っ
た
の
は
、
シ

ョ
フ
ァ
イ
ユ
の
幼
き
イ
エ
ズ
ス

会
が
経
営
母
体
と
な
っ
て
い
る

聖
嬰
会
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
め
ぐ
み
の
園
」

（
奄
美
市
名
瀬
西
仲
勝

シ
ス
タ
ー
南
谷
豊
子

園
長
）
へ
の
入
所
の

た
め
。
こ
の
夏
、
太

腿
骨
折
に
よ
る
手
術

を
受
け
た
後
、
リ
ハ

ビ
リ
を
続
け
て
き
た

が
思
う
よ
う
に
回
復

せ
ず
、「
介
護
な
し
の

生
活
を
さ
せ
る
の
は

か
わ
い
そ
う
」
と
い

「
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
呼
び
か

け
る
と
、
ニ
コ
っ
と
カ
メ
ラ
に

顔
を
向
け
て
く
れ
た
。
よ
く

「
葬
式
用
じ
ゃ
」
と
本
部
棟
居

住
中
に
顔
写
真
を
撮
影
さ
せ
た

松
森
孝
郎
神
父
。
そ
ん
な
神
父

が
新
し
い
居
住
地
に
向
か
う
前

に
本
部
で
最
後
に
撮
っ
た
の

が
、
い
か
に
も
と
い
う
優
し
い

笑
顔
の
一
枚
と
な
っ
た
。

一
九
七
一
年
四
月
十
八
日
に

糸
永
司
教
に
よ
っ
て
司
祭
の
聖

位
に
上
げ
ら
れ
た
松
森
神
父
も

今
年
で
司
祭
叙
階
四
十
二
年
、

う
本
部
の
思
い
に
施
設
側
の
好

意
で
実
現
し
た
も
の
。

め
ぐ
み
の
園
に
到
着
し
た
神

父
が
最
初
に
確
認
し
た
の
は
聖

堂
の
場
所
。
ミ
サ
を
さ
さ
げ
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
が
こ
と
の

ほ
か
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。
ロ
ー

マ
ン
カ
ラ
ー
を
付
け
た
神
父
が

車
い
す
で
、
廊
下
を
通
る
と
数

人
の
お
年
寄
り
た
ち
が
立
ち
上

が
っ
て
会
釈
を
し
よ
う
と
す

る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

職
員
も
そ
う
だ
が
入
所
者
の
中

に
信
者
が
数
人
い
る
様
子
。
さ

す
が
は
信
仰
の
島
・
奄
美
だ
と

の
思
い
を
強
く
し
た
。

そ
ん
な
施
設
で
神
父
は
シ
ス

タ
ー
た
ち
と
一
緒
に
ミ
サ
を
さ

さ
げ
、
そ
し
て
先
日
は
天
に
召

さ
れ
た
入
所
者
の
た
め
に
最
後

の
祈
り
を
さ
さ
げ
た
と
い
う
。

南
谷
園
長
も
「
い
い
説
教
を
し

て
く
だ
さ
る
。
こ
こ
の
主
任
司

祭
」
と
目
を
細
め
る
。
引
退
の

よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
節
の
あ

る
松
森
神
父
だ
っ
た
が
、
い
つ

も
口
癖
で
「
わ
し
に
は
何
か
起

こ
る
と
必
ず
助
け
手
が
現
れ

る
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
そ
の

ま
ま
に
、
若
返
り
の
た
め
の
任

地
が
与
え
ら
れ
た
。

濱
田
盛
茂
神
父
様
を
偲
ん
で

気
さ
く
だ
っ
た
島
出
身
の
神
父
様

浦
上
教
会

平

三

國

幼
い
頃
、
私
は
「
信
仰
が
深
く
、
心
の
清
い
人
が
神
父
や
シ
ス

タ
ー
に
な
る
の
で
し
ょ
う
」
と
思
い
、
自
分
の
こ
と
は
そ
ん
な
器

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
の
頃
「
こ
う
す
べ
き
、
あ
れ
を
し
て
は
駄
目
。
そ
う
し

な
い
と
裁
か
れ
る
。
恐
ろ
し
い
神
様
に
縛
ら
れ
て
い
る
」
よ
う
に

思
い
、
逃
げ
出
し
た
く
て
教
会
に
行
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

頃
は
望
ん
で
い
た
自
由
を
手
に
し
た
か
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し

た
…仕

事
に
就
い
て
か
ら
職
場
で
「
お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
働
け
る

よ
う
に
」
と
努
力
し
て
も
う
ま
く
い
か
ず
、
自
己
嫌
悪
に
陥
っ
た

と
き
に
神
様
の
愛
と
出
会
っ
て
教
会
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、
聖
書

の
勉
強
会
な
ど
を
通
し
て
、
イ
エ
ス
様
が
教
え
て
下
さ
っ
た
神
様

の
真
の
姿
を
知
る
喜
び
と
恵
み
を
体
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
が
修
道
者
と
し
て
召
し
出
さ
れ
て
い
る
か
、
は
っ
き
り
と
は

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分
が
神
様
の
慈
し
み
深
い
愛
を
知

る
こ
と
で
新
し
い
命
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
、
少
し
で
も
多

く
の
人
々
に
神
様
の
愛
を
伝
え
た
い
と
、
私
の
歩
み
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
下
さ
っ
た
カ
ノ
ッ
サ
修
道
女
会
に
入
会
を
願
い
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

神
様
は
召
し
出
し
た
人
に
自
分
の
弱
さ
を
悟
ら
せ
よ
う
と
さ
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
の
力
で
は
な
く
、
神
様
の
力

に
よ
っ
て
生
き
る
よ
う
導
く
た
め
で
す
。
で
す
か
ら
人
や
出
来
事

な
ど
を
通
し
て
神
様
の
呼
び
か
け
を
感
じ
た
人
は
、
自
分
の
良
さ

も
弱
さ
も
ご
存
知
の
神
様
が
必
ず
導
い
て
下
さ
る
と
信
頼
し
、「
は

い
」
と
こ
た
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

北
薩
カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
で
の
体
験
発
表
③

神
さ
ま
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
る

カ
ノ
ッ
サ
修
道
女
会
　
シ
ス
タ
ー
玉
越

故濱田神父様

松
森
神
父
新
任
地
へ

め
ぐ
み
の
園
で

入
所
者
た
め
に
生
き
る

祁
答
院
エ
ミ
子
さ
ん

は
御
年
七
十
三
歳
。
明

光
学
園
寮
に
勤
務
し
、

教
会
の
庭
の
草
取
り
や

清
掃
に
元
気
に
汗
を
流
す
人
気
者
で
あ
る
。「
エ
ミ
子
さ
ん
」
と

皆
に
親
し
ま
れ
て
い
る
彼
女
が
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

十
月
十
日
（
木
）
か
ら
六
日
間
、
東
京
は
「
味
の
素
ス
タ
ジ

ア
ム
」
で
開
催
さ
れ
た
「
第
十
三
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
に
出
場
し
た
の
だ
。
伊
佐
市
か
ら
た
だ
一
人
選
ば
れ
た
エ

ミ
子
さ
ん
が
出
場
し
た
の

は
陸
上
競
技
。
砲
丸
投
げ

と
立
ち
幅
跳
び
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
砲
丸
投
げ
で
は

銀
賞
、
そ
し
て
立
ち
幅
跳

び
で
は
金
賞
を
獲
得
し
た
。

ま
す
ま
す
笑
顔
輝
く
エ
ミ

子
さ
ん
に
な
っ
た
。
（
報

告
・
綾
部
素
世
）

県
代
表
で
出
場
し
金
賞
・
銀
賞

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

大
口
教
会
祁
答
院
エ
ミ
子
さ
ん
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恒
例
の
「
福
者
レ
オ
税
所

七
右
衛
門
殉
教
祭
」
が
十
一

月
十
七
日
（
日
）
午
後
、
薩
摩

川
内
市
の
福
者
ゆ
か
り
の
地

で
あ
っ
た
。
今
年
の
殉
教
祭

に
は
レ
オ
の
出
身
地
の
都
城

か
ら
だ
け
で
な
く
二
日
市
教

会
や
山
口
県
光
教
会
、
大
分
、

長
崎
か
ら
な
ど
教
区
外
か
ら
こ

れ
ま
で
に
な
い
多
く
の
出
席
が

あ
っ
た
。

殉
教
祭
は
ま
ず
午
後
一
時
の

京
泊
教
会
跡
地
で
の
祈
り
か
ら

始
め
ら
れ
た
。
ド
ミ
ニ
コ
会
の

宣
教
師
に
よ
っ
て
川
内
港
を
見

下
ろ
す
小
高
い
丘
に
建
て
ら
れ

た
と
い
う
レ
オ
七
右
衛
門
が
受

洗
し
た
教
会
の
跡
地
に
集
ま
っ

た
の
は
、
百
五
十
人
余
の
信
者

た
ち
。
そ
こ
で
京
泊
教
会
の
歴

史
と
レ
オ
の
受
洗
か
ら
殉
教
に

至
る
解
説
を
聞
い
た
後
、
聖
歌

を
歌
い
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を

さ
さ
げ
た
。

第
二
部
は
会
場
を
川
内
教
会

に
移
し
て
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ

り
、
そ
の
後
殉
教
記
念
ミ
サ
が

さ
さ
げ
ら
れ
た
。

ミ
サ
中
説
教
し
た
郡
山
司
教

は
集
ま
っ
た
二
百
八
十
人
ほ
ど

の
信
者
た
ち
に
「
レ
オ
七
右
衛

門
を
は
じ
め
と
す
る
殉
教
者
た

ち
の
生
き
方
は
と
て
も
ま
ぶ
し

い
。
洗
礼
に
よ
っ
て
潔
い
生
き

方
を
選
ん
だ
彼
ら
な
ら
で
は

だ
。
宗
教
の
自
由
が
認
め
ら
れ

て
い
る
現
代
社
会
で
は
、
彼
ら

の
よ
う
に
死
に
直
面
す
る
こ
と

は
な
い
が
、
社
会
は
殉
教
者
た

ち
の
淡
々
と
惜
し
み
な
く
と
い

う
生
き
方
を
模
範
と
し
て
生
き

よ
う
と
す
る
私
た
ち
の
思
い
を

壊
そ
う
と
す
る
。
そ
ん
な
社
会

に
絡
め
と
ら
れ
な
い
よ
う
殉
教

者
が
抱
い
た
確
信
を
私
た
ち
の

確
信
と
し
て
生
き
て
い
こ
う
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

終
身
助
祭
四
人
と
十
四
人
の

司
祭
、
そ
し
て
司
教
で
さ
さ
げ

ら
れ
た
ミ
サ
に
参
列
し
た
信
者

た
ち
は
、
そ
の
後
、
川
内
教
会

婦
人
た
ち
の
接
待
を
受
け
た

後
、
レ
オ
七
右
衛
門
が
殉
教
し

た
平
佐
の
町
に
足
を
運
び
祈
り

を
さ
さ
げ
散
会
し
た
。

の
部
と
昼
の
部
と
が
あ
っ
て
、

昼
の
部
が
十
時
か
ら
十
三
時
と

十
三
時
か
ら
十
六
時
、
夜
の
部

が
十
七
時
か
ら
二
十
時
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

窓
口
に
は
交
代
で
一
人
が
詰
め

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
昼
の
案
内
に
は
ザ
ビ

エ
ル
教
会
だ
け
で
な
く
、谷
山
、

紫
原
の
信
者
さ
ん
の
協
力
を
得

て
男
性
四
人
、
女
性
八
人
が
笑

顔
で
心
の
奉
仕
を
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
を
訪
ね
て
来
ら
れ
る
の

は
、
信
者
さ
ん
で
お
祈
り
に
来

ら
れ
る
方
、
教
会
前
が
「
シ
テ

ィ
ー
ビ
ュ
ー
」
バ
ス
の
停
留
所

に
も
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
観

光
で
初
め
て
教
会
を
訪
ね
ら
れ

る
方
な
ど
で
す
。
ザ
ビ
エ
ル
書

院
が
市
の
観
光
案
内
も
兼
ね
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
訪
れ
る

方
は
か
な
り
増
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

最
近
で
は
、
市
内
、
市
外
、

県
外
か
ら
の
幼
稚
園
や
、
小
学

生
、
中
学
生
、
高
校
生
の
修
学

旅
行
を
兼
ね
た
社
会
科
学
習
で

訪
問
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な

り
、
案
内
を
担
当
す
る
人
た
ち

も
子
ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
光

ザ
ビ
エ
ル
教
会
敷
地
内
に

は
、
教
会
と
隣
接
し
て
書
院
と

総
合
案
内
の
窓
口
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
窓
口
の
案
内
に
は
夜

る
瞳
に
た
く
さ
ん
の
力
を
頂
き

ま
す
。
ま
た
こ
こ
数
年
、
県
外
、

国
外
（
韓
国
、
タ
イ
、
台
湾
な

ど
）
か
ら
の
巡
礼
団
も
増
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
言
葉
で
さ
さ

げ
ら
れ
る
ミ
サ
に
は
大
き
な
感

動
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
案
内
係
で
は
、
も
っ

と
業
務
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
の

狙
い
か
ら
協
力
し
て
く
だ
さ
る

方
、数
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

特
に
日
曜
日
の
午
後
、
詰
め
て

く
だ
さ
る
方
、
大
歓
迎
で
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
る
方
は
、
ザ
ビ

エ
ル
教
会
・
古
城
（
℡
〇
九
〇

―
三
一
九
〇
―
〇
一
四
八
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1
日
（
日
）
待
降
節
第
一
主
日

▼
宣
教
地
司
祭
育
成
の
日

3
日
（
火
）
日
本
宣
教
の
保
護
者
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

司
祭

▼
小
川
靖
忠
神
父
叙
階
記
念
（
一
九
七
二
年
）

6
日
（
金
）
教
皇
大
使
歓
迎
夕
食
会
・
城
山
観
光
ホ
テ
ル
・
18
時

7
日
（
土
）
ヴ
ィ
デ
ン
マ
ン
神
父
命
日
（
二
〇
〇
六
年
）

8
日
（
日
）
待
降
節
第
二
主
日

▼
教
皇
大
使
歓
迎
ミ
サ
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
11
時

▼
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
14
時
30
分

9
日
（
月
）
無
原
罪
の
聖
マ
リ
ア

14
日
（
土
）
キ
ッ
ペ
ス
神
父
の
黙
想
会
「
イ
エ
ズ
ス
に
近
づ
い

て
」
・
マ
リ
ア
山
荘
・
〜
15
日
ま
で

15
日
（
日
）
待
降
節
第
三
主
日

19
日
（
木
）
有
馬
信
茂
神
父
命
日
（
二
〇
〇
七
年
）

20
日
（
金
）
大
野
和
夫
神
父
叙
階
記
念
（
一
九
六
一
年
）

22
日
（
日
）
待
降
節
第
四
主
日

23
日
（
月
）
松
永
正
男
神
父
叙
階
記
念
（
一
九
六
九
年
）

25
日
（
水
）
主
の
降
誕

26
日
（
木
）
聖
ス
テ
フ
ァ
ノ
殉
教
者

27
日
（
金
）
聖
ヨ
ハ
ネ
使
徒
福
音
記
者

▼
田
邊
徹
神
父
、
寝
占
敦
之
神
父
、
山
口
好
信
神
父
、

末
吉
卓
也
神
父
霊
名

28
日
（
土
）
幼
子
殉
教
者

29
日
（
日
）
聖
家
族

祈
り
の
意
向

【
ノ
ベ
ナ
】
主
の
降
誕
に
向
け
て
洗
礼
の
恵
み
を
頂
い
た
全
信
者

の
た
め
に
（
17
日
〜
25
日
）

【
祈
祷
の
使
徒
会
】一
　
　
　
般
・
犠
牲
に
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち

宣
　
　
　
教
・
救
い
主
の
到
来
の
準
備

日
本
の
教
会
・
エ
イ
ズ
に
関
心
を
持
つ

時
か
ら
鹿
児
島
市
唐
湊
に
あ
る

「
カ
ト
リ
ッ
ク
墓
地
」
で
死
者

の
た
め
の
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら

れ
、
約
五
十
人
の
信
者
が
参
列

し
た
。

会

と

催

し

（
12
月
）

レ
オ
に
倣
い
淡
々
と
惜
し
み
な
く

殉
教
祭
で
信
仰
の
美
学
を
学
ぶ

待
降
節
に
入
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
と

思
い
出
さ
れ
る
の
は
「
ド
イ
ツ
で
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
は
、
教
会
で
は
な
く
、
各
家
庭
で
祝
い
ま

す
」
と
い
う
あ
る
神
父
様
の
言
葉
で
す
。
教
会

で
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
当
た
り
前
の

私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
新
鮮
に
響
い
た
も
の

で
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
国
と
そ
う
で
な
い
日
本

と
の
違
い
を
実
感
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
考
え
て
み
る
と
、
誕
生
祝
い
は
家
庭

で
し
ま
す
の
で
、
イ
エ
ス
様
の
誕
生
を
祝
う
た

め
の
家
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
っ
て
も
い
い
わ

け
で
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
鹿
児
島
教
区
の
終
身

助
祭
制
度
は
、
教
会
で
の
活
動
だ
け
で
な
く
、

そ
の
特
性
か
ら
し
て
、
家
庭
を
中
心
に
し
た
宣

教
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
先
月
の
助
祭
研

修
会
も
夫
婦
で
の
参
加
を
原
則
と
し
ま
し
た
。

実
際
に
は
二
組
に
留
ま
り
ま
し
た
が
、
私
に
と

っ
て
は
、
改
め
て
家
庭
で
の
福
音
宣
教
を
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
思
い
起
こ

さ
れ
た
の
が
、
冒
頭
の
言
葉
で
あ
り
、
教
会
で

の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
か
ら
「
家
庭
で
の

パ
ー
テ
ィ
ー
」
へ
と
い
う
発
想
の
転
換
で
し
た
。

こ
れ
は
、
新
し
い
福
音
宣
教
の
一
つ
の
形
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

ミ
サ
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
宣
教
的
意
味
が

あ
る
の
は
確
か
で
す
が
、
お
隣
の
家
族
や
友
人

夫
婦
を
招
い
た
家
庭
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
が
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
は
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
ご
ち
そ
う
や
ケ
ー
キ
よ
り
も
質
素
さ

を
旨
と
し
、
何
よ
り
も
、
神
様
か
ら
の
最
高
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
る
救
い
主
の
誕
生
を
喜
び
祝

う
の
に
ふ
さ
わ
し
く
楽
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
に
は
小
さ
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
必
要
で
し
ょ
う
が
、
質
素
さ
の
説
明
を

す
る
だ
け
で
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
意
味
を
伝
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ど
の
家
庭
で
も
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
身
近
な
人
々
に
救
い
主

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
家
庭
で

の
手
作
り
パ
ー
テ
ィ
ー
と
い
う
新
し
い
信
仰
の

伝
統
、
想
像
す
る
だ
け
で
も
楽
し
く

な
る
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
是
非
、
各
小
教
区
で
話
し
合
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
教
執
務
室
便
り

家
庭
で
祝
う
ク
リ
ス
マ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す

ザ
ビ
エ
ル
教
会
総
合
案
内
窓
口

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
墓
地
で
ミ
サ

十
一
月
二
日
（
土
）
午
前
十
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１
車
神
父
の
「
虹
の
祝
福

（B
lessing of the rainbow

）」

未
来
司
牧
研
究
所(F

uture
P

astoral Institute

）
の
車

（C
ha D

ong yeop

）
神
父
さ

ま
の
主
著
で
あ
る
『
虹
の
祝
福

（B
lessing of the rainbow

）』

は
、
韓
国
で
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
て
い
る
書
で
、
百
万
部

以
上
売
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
書

の
中
で
、
車
神
父
さ
ま
が
強
調

さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
「
福

と
成
功
は
、
あ
な
た
が
、
ど
う

考
え
る
か
、
ど
う
物
事
を
受
け

と
め
る
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
幸
福

と
成
功
の
秘
訣
は
、「
す
べ
て

の
消
極
的
（negative

）
・
受

身
的
（passive

）
考
え
方

（thought

）
を
、
す
べ
て
手
放

し
、
そ
れ
を
、
積
極
的

（positive

）
・
活
動
的

（active

）
考
え
方
に
変
え
て

い
く
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
未

来
は
、
あ
な
た
が
「
私
は
そ
れ

が
出
来
る
＝I can do it

」
と

信
仰
を
持
っ
て
、
あ
な
た
自
身

に
挑
戦
（challenge

）
し
自

分
を
変
え
て
（change

）
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
開
か
れ
て
い

く
」、
そ
う
、
車
神
父
さ
ま
は
、

語
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

車
神
父
さ
ま
が
も
う
一
つ
強

調
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は

「
神
は
す
べ
て
の
も
の
を
創
造

し
、
さ
ら
に
祝
福
し
、
今
も

（
自
分
を
含
め
て
、
す
べ
て
の

も
の
を
）
祝
福
さ
れ
続
け
て
お

ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
聖
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ

ナ
ス
が
『
恩
寵
は
自
然
を
破
壊

せ
ず
、
か
え
っ
て
完
成
さ
せ
る

の
で
す(G

ratia non tollit
naturam

,sed perficit

）』
と

述
べ
て
い
る
の
と
同
じ
で
す
。

車
神
父
さ
ま
は
、
同
著
の
中

で
「

G
race 

builds 
on

N
ature

」（
恩
寵
は
自
然
の
上

に
建
て
ら
れ
て
い
る
）
と
い
う

表
現
で
現
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

人
は
、
す
で
に
神
に
よ
っ
て
祝

福
さ
れ
た
存
在
な
の
で
す
か

ら
、「
願
い
求
め
る
こ
と
は
、

必
ず
出
来
る
（you can do

it

）」
の
で
す
。
祝
福
さ
れ
る

存
在
と
し
て
、
私
た
ち
は
存
在

し
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

２
現
代
韓
国
キ
リ
ス
ト
教

会
の
成
長
・
そ
の
特
徴
（
１
）

経
済
的
・
社
会
的
成
功
は
信
仰

の
果
実

こ
の
よ
う
な
車
神
父
さ
ま
の

考
え
方
は
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ

ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
た
も
の

と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
八
十

万
の
信
者
を
擁
す
る
ヨ
イ
ド
教

会
の
主
管
牧
師
パ
ウ
ロ
・
チ
ョ

ー
・
ヨ
ン
ギ
ー
牧
師
が
、
ア
メ

リ
カ
の
ノ
ー
マ
ン
・
ピ
ー
ル
牧

師
、
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ュ
ー
ラ

ー
牧
師
の
「
積
極
的
思
考

（positive thinking
）」「
成
長

理
論(real possibilities,m

ore
than num

bers

）」
の
流
れ
を

汲
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら

れ
ま
す
。

韓
国
教
会
は
、
戦
後
、
信
仰

リ
バ
イ
バ
ル
（
復
興
）
が
、
経

済
的
復
興
を
生
み
出
す
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
連
動
し
、
著
し
い
教
会

成
長
を
遂
げ
さ
せ
る
に
至
ら
せ

た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
教
会
が

祝
福
さ
れ
る
こ
と
は
、
教
会
に

集
う
信
者
一
人
ひ
と
り
に
、
神

の
祝
福
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
信
仰
を
持
つ
こ

と
は
社
会
的
、
経
済
的
に
も
豊

か
に
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
つ
な

げ
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。
つ
な

げ
ら
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

そ
う
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
ヨ
イ
ド
教
会
は
一
九
五
八

年
に
ゼ
ロ
か
ら
開
拓
伝
道
と
し

て
始
め
ら
れ
、
一
九
七
七
年
に

は
五
万
人
、
一
九
七
九
年
に
十

万
人
、
八
四
年
に
四
十
万
人
を

超
え
、九
二
年
に
は
七
十
万
人
、

に
は
、
鹿
児
島
で
も
「
ラ
ブ
ソ

ナ
タ
・
ク
ル
セ
ー
ド
」
が
も
た

れ
、
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル

に
二
千
人
の
参
加
者
が
集
め
ら

れ
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い

所
で
す
。
韓
国
か
ら
、
こ
の
伝

道
集
会
の
た
め
に
、
二
百
人
の

伝
道
チ
ー
ム
が
来
日
。
会
場
の

費
用
、
飛
行
機
代
、
滞
在
費
、

韓
国
芸
能
ス
タ
ー
の
出
演
料
な

ど
は
す
べ
て
、
韓
国
伝
道
チ
ー

ム
が
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
救
霊
の
情
熱

を
起
こ
さ
せ
る
も
の
は
、
ど
こ

か
ら
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う

か
？４

車
神
父
の
七
つ
の
「
救

い
の
た
め
の
原
則
」

結
び
と
し
て
、
車
神
父
さ
ま

の
『
虹
の
祝
福
』
に
記
さ
れ
た

救
い
の
た
め
の
生
活
実
践
上
の

具
体
的
七
つ
の
原
則
を
ご
紹
介

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
信
仰
の
救
い
の
確
信
を
得

る
た
め
に
は
、
次
の
七
つ
の
原

則
を
実
践
し
て
生
き
る
こ
と
が

大
切
」
と
車
神
父
さ
ま
は
述
べ

ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

①T
hink positively

す
べ
て
の
物
事
を
肯
定
的
・

積
極
的
に
考
え
よ

②S
catter 

the 
seed 

of
w

isdom知
恵
の
種
を
よ
く
育
ん
で
お

く
こ
と

③N
urture dream

夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
お
く
こ

と④B
elieve in achieving

成
し
遂
げ
る
こ
と
を
確
信
す

る
こ
と

⑤D
iscipline your language

積
極
的
こ
と
ば
の
使
い
方
を

訓
練
す
る
こ
と

⑥D
iscipline your habits

習
慣
を
前
向
き
の
方
向
に
指

向
付
け
る
こ
と

⑦N
ever give up

決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
こ
と

み
な
さ
ん
は
、
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

参加者募集 第26回ネットワークミーティング

対　象：18歳以上（高校生不可）
日　時：2014年2月8日（土）12時〜9日（日）13時
場　所：神言会多治見修道院　ログハウス・研修センター

（岐阜県多治見市緑ヶ丘38）
参加費：5,000円（延泊：3,000円）
定　員：100人（定員に達し次第、締切）申込期限：12月8日（日）
申込方法：①氏名②性別③職業④生年月日⑤年齢⑥所属教会⑦住所⑧

電話番号⑨緊急連絡先⑩本人との関係⑪メールアドレス⑫
会場までの交通手段⑬過去のNWMへの参加回数⑭延泊希
望の有無⑮好きな歌、などを明記の上、郵送か電子メール
で下記へ

申込先：〒461-0004　名古屋市東区葵2-6-35　カトリック名古屋教区
センター「カトリック名古屋教区青年委員会」
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側
面
が
見
ら
れ
ま
す
。
理
の
キ

リ
ス
ト
教
は
、
明
洞
聖
堂
の
金

寿
煥
枢
機
卿
に
代
表
さ
れ
、
気

の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
ヨ
イ
ド
福

音
教
会
の
チ
ョ
ー
・
ヨ
ン
ギ
ー

牧
師
に
代
表
さ
れ
て
い
る
と
言

え
ま
し
ょ
う
。
　

ま
た
、
儒
教
に
は
祖
先
崇
拝

が
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
に
こ
の

影
響
も
強
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。（

３
）
そ
し
て
、
本
誌
「
二

〇
一
三
年
十
月
号
」「
二
〇
一

三
年
十
一
月
号
」
で
も
述
べ
た

よ
う
に
、
対
外
的
影
響
が
及
ん

で
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
戦
前
の

抗
日
運
動
、
南
北
朝
鮮
の
分
裂

な
ど
の
政
治
的
苦
難
の
状
況
か

ら
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ダ

ヤ
人
に
な
ぞ
ら
え
、
韓
国
人
こ

そ
神
か
ら
選
ば
れ
た
選
民
で
あ

る
と
い
う
思
想
を
持
つ
に
至
ら

せ
た
側
面
で
す
（
む
ろ
ん
、
す

べ
て
の
人
が
そ
う
考
え
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

韓
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

の
成
功
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
国

家
独
立
と
い
う
政
治
目
標
を
与

え
、
民
族
の
苦
難
を
救
う
神
と

選
民
思
想
を
韓
国
の
民
に
植
え

付
け
さ
せ
た
こ
と
と
深
く
関
係

し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
、

現
在
、
世
界
に
福
音
の
救
い
を

伝
え
る
た
め
、
世
界
に
宣
教
師

を
派
遣
す
る
こ
と
に
お
い
て
、

ア
メ
リ
カ
を
越
え
て
世
界
Ｎ
Ｏ

１
と
な
ら
せ
た
ゆ
え
ん
で
も
あ

る
の
で
す
。

日
本
宣
教
の
た
め
宣
教
チ
ー

ム
を
起
こ
さ
れ
た
ハ
・
ヨ
ン
ジ

ョ
牧
師
（
一
九
四
六
〜
二
〇
一

一
）
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
、

日
本
宣
教
の
た
め
の
「
ラ
ブ
ソ

ナ
タ
」
を
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
（
二
〇
一
二
年
）
十
一
月

二
〇
一
三
年
に
は
八
十
万
人
を

超
え
る
信
者
を
擁
す
る
に
な
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。

３
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
特

徴
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
特
徴

は
、（
１
）
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

（
ア
ニ
ミ
ズ
ム
＝
精
霊
信
仰
か

ら
派
生
す
る
も
の
）
の
影
響
を

残
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
儒
教
の
目
上
に
従
う
と
い

う
教
え
と
あ
い
ま
っ
て
、
カ
リ

ス
マ
性
を
持
つ
指
導
者
が
教
会

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
と
い
う
傾

向
が
顕
著
に
見
ら
れ
ま
す
。

チ
ョ
ー
・
ヨ
ン
ギ
ー
牧
師

は
、
そ
の
典
型
と
言
え
ま
し
ょ

う
。
チ
ョ
ー
牧
師
は
、
救
い
の

「
三
重
の
祝
福
」
を
説
い
て
、

八
十
万
の
教
会
を
形
成
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
三
重
と
は
［
霊
的

に
満
た
さ
れ
、
物
質
的
に
恵
ま

れ
、
病
気
と
苦
し
み
か
ら
解
放

さ
れ
る
］
と
い
う
意
味
で
す
。

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
傾
向
は
、

日
本
に
く
ら
べ
て
、
韓
国
の
教

会
を
カ
ト
リ
ッ
ク
・
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
共
に
、
聖
霊
信
仰
に
依

拠
す
る
教
会
を
多
く
存
立
さ
せ

る
よ
う
に
な
ら
せ
て
い
ま
す
。

（
２
）
に
、
儒
教
の
影
響
を

色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
指
導
者
や
目
上
に
従
順
に

従
う
と
い
う
精
神
と
倫
理
を
重

視
す
る
姿
勢
が
、
キ
リ
ス
ト
教

倫
理
を
受
容
さ
せ
る
の
に
、
力

を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か

ら
知
ら
れ
ま
す
。
儒
学
の
中
で

も
と
り
わ
け
、
朱
子
の
理
と
気

の
教
え
が
キ
リ
ス
ト
教
に
影
響

を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

キ
リ
ス
ト
教
は
、
論
理
的
・

合
理
的
側
面
と
神
秘
的
側
面
の

両
面
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
儒

教
に
も
理
と
神
秘
（
気
）
の
両

キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
⑲

朝
鮮
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
（
3
）

溝
辺
教
会
主
任
司
祭

坂

本

　

進

短
　
歌

大
笠
利
教
会
　
稲
　
牛
憲

む
だ
多
く
生
き
し
年
月
悔
し

け
れ
ど
最
期
良
け
れ
ば
全
て

良
し
と
ぞ出

水
教
会
　
遠
竹
睦
郎

洗
礼
に
貰
ひ
し
聖
母
マ
リ
ア

像
部
屋
に
飾
り
て
日
毎
祈
り

ぬ帰
国
せ
し
神
父
の
呉
れ
し
キ

リ
ス
ト
像
日
毎
拝
み
て
神
父

偲
び
ぬ

北
海
道
の
ア
イ
ヌ
の
作
り
し

ネ
ク
タ
イ
を
き
ち
ん
と
締
め

て
教
会
に
行
く

鹿
児
島
純
心
　
川
上
　
和

こ
の
年
に
燃
ゆ
る
信
仰
豊
か

に
受
け
喜
び
の
き
ず
な
深
め

る
日
々
に

椰
子
の
街
足
跡
刻
む
ザ
ビ
エ

ル
の
熱
き
思
い
や
薩
摩
に
燃

ゆ
る
（
ザ
ビ
エ
ル
様
の
祝
日

に
寄
せ
て
）

俳
　
句

鹿
児
島
市
　
徳
永
ノ
ブ
子

行
く
秋
や
司
祭
も
踊
る
前
夜

祭コ
ス
モ
ス
の
押
し
合
い
揺
れ

る
踊
る
如

こ
ぼ
れ
種
主
は
平
等
に
咲
か

す
日
日
草

鹿
児
島
純
心
　
川
上
　
和

青
き
空
ど
こ
ま
で
上
る
桜
島

奄
美
市
　
林
　
常
広

美
し
き
花
は
未
練
の
誘
ひ
水

霧
島
市
　
政
ノ
ブ
子

季
節
す
ぎ
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
や

朝
の
ミ
サ

繰
り
返
す
日
々
の
暮
ら
し
や

酔
芙
蓉

文

芸


